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ミ
ホ
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
の
訪
日
に
は
、
ど
の
よ
う
な
成

果
が
あ
り
ま
し
た
か
。

大
使　

ミ
ホ
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
の
訪
日
直
前
に
、
安
倍
晋
三
元

首
相
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
に
と
っ

て
も
安
倍
元
首
相
の
逝
去
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
り
、
マ
ー
テ
ィ
ン
首

相
は
岸
田
文
雄
首
相
に
弔
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
と
岸
田
首
相
は
、
と
も
に
外
相
を
務
め
た
経
験

が
あ
り
、
外
交
に
関
し
て
と
て
も
深
く
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
首
相

同
士
の
個
人
的
な
相
性
も
抜
群
で
、
首
脳
会
談
は
多
く
の
成
果
を
生

み
ま
し
た
。

　

第
一
に
、「
共
通
の
野
心
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
前
進

（T
aking Forw

ard Partnership w
ith Shared A

m
bition

）」

と
題
す
る
首
脳
共
同
声
明
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
内
容
は
非
常

に
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
約
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
両
国
の

政
府
が
練
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
経
済
協
力
の
促
進
に
関

し
て
は
、
①
国
際
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
②
デ
ジ
タ
ル
化
、
③
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
、
④
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
ク
リ
ー
ン
技
術
、
⑤
食
糧
・

農
業
・
農
業
科
学
が
優
先
分
野
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
・
研

前
・
駐
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使

ポ
ー
ル
・
カ
ヴ
ァ
ナ

前
号
掲
載
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
の
七
月
一
九
〜
二
一
日
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ミ
ホ
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
が
訪
日
し
た
。

駐
日
大
使
離
任
を
前
に
し
て
、
首
相
訪
日
と
い
う

大
仕
事
を
終
え
ら
れ
た
大
使
に
、
あ
ら
た
め
て
話
を
聞
い
た
。

Paul Kavanagh
1956 年生まれ。国連で長く勤務した後、国連ア
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ミ
ホ
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
訪
日
の
成
果

駐
日
大
使
は
語
る

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀

アイルランドハウス建設予定地での地鎮祭に出
席したマーティン首相（右から２人目）とカヴァ
ナ大使（左端）（駐日アイルランド大使館提供）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
番
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究
分
野
の
発
展
や
人
的
交
流
の
促
進
に
つ
い
て
も
、
両
国
が
協
力
す

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
包
括
的
な
共
同

声
明
が
出
さ
れ
る
の
は
、稀
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、
首
脳
会
談
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
や
地
域
情
勢
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
両
国
が
今
後
も
緊
密
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
へ
の
対
応
、
日
・
Ｅ
Ｕ
関
係
の
発
展
な
ど
で
、
両

国
の
連
携
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
維
持
や
国
際

法
遵
守
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
両
首
脳
の
立
場
は
一
致
し
ま
し

た
。「
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
定
書
」
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
岸
田
首
相
か
ら
は
、
Ｅ
Ｕ
と
英
国
の
間
の
協
議
を
通
じ
た
決
着

に
期
待
す
る
旨
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
実
り
あ
る
首
脳
会

談
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

—
—

マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
は
、
東
京
・
四
谷
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ハ
ウ

ス
建
設
予
定
地
に
も
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
ね
。

大
使　

新
し
い
大
使
館
ビ
ル
と
な
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
、

二
〇
二
四
年
に
完
成
予
定
で
す
。
マ
ー
テ
ィ
ン
首
相
は
四
ツ
谷
駅
の

そ
ば
で
車
を
降
り
、
徒
歩
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
建
設
予
定
地
に

向
か
い
ま
し
た
。
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
に
は
大
使
館
と
と
も
に
、
関
連
す
る
政
府

機
関
の
事
務
所
や
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
も
入
り
、
い
わ
ば
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
と
な
り
ま
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
、「
チ
ー
ム
・
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
」
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
、
首
相
は
と
て
も

感
銘
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
海
外
で
の
資
本
投
資
と
し
て
は
過
去
最
大
の

も
の
で
あ
り
、
我
が
国
が
日
本
と
の
関
係
拡
大
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

—
—

最
後
に
、
今
後
の
日
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
関
係
へ
の
期
待
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
使　

外
交
関
係
樹
立
以
来
の
六
五
年
間
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

と
っ
て
日
本
は
経
済
的
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
経
済
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
や
法
の
支
配
、
人
権
な
ど
の
価

値
を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
二
五
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展
し
、「
い
の

ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
万
博
の
テ
ー
マ
を
日
本
と

一
緒
に
世
界
へ
発
信
し
ま
す
。八
月
の
駐
日
大
使
離
任
を
前
に
、マ
ー

テ
ィ
ン
首
相
の
訪
日
が
日
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
関
係
の
明
る
い
未
来
に

向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
を
、
私
は
と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
●




